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/ヘ
に/

ッ
ト
側
と
い
う
好
ス
コ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
ス
ト
グ
ロ

ス
は
万
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で

渡
辺
吉
五
郎
氏
が
達
成
さ
れ
、
こ
の
法
人

会
の
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
大
会
が
年
々

参
加
者
の
増
加
と
と
も
に
実
力
も
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

競
技
終
了
後
開
催
さ
れ
た
パ

ー
テ
ィ
で

は
、
木
目
田
邦
夫
大
会
実
行
委
員
長
の
進

行
の
も
と
、
八
木
要
大
会
会
長
が
「
本
年

も
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て
、

大
き
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
法
人
会
の
社
会
貢
献
の
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
、
有
効
に
使
わ
せ
て
項
き

ま
す
。
ま
た
、
今
日
の
大
会
に
あ
た
っ
て

各
会
員
企
業
さ
ん
か
ら
沢
山
の
賞
品
の
協

賛
を
賜
り
ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
挨

拶
。
志
水
競
技
委
員
長
が
「
景
気
は
相
変

わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

今
日
の
大

会
で
英
気
を
養
い
、
大
い
に
懇
親
を
深
め

て
明
日
か
ら
の
皆
さ
ん
の
企
業
経
営
の
活

力
の
源
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。」

と
総
評
を
述
べ
た
あ
と
、
田
中
栄
大
会
副

会
長
の
発
声
で
乾
杯
。
入
賞
者
の
表
彰
に

移
る
と
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
談
笑
の
輪
が

あ
ち
こ
ち
に
咲
き
、
液
晶
テ
レ
ビ
や
自
転

車
、
掃
除
機
な
ど
大
き
な
賞
品
を
両
手
い

っ
ぱ
い
に
抱
え
な
が
ら
、
来
年
の
再
会
を

約
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

懇親会で進行を務める木目田実行委員長。

主な入賞者

機鱗鱒機機綴機機級機級機
優勝 八木 司 G77 N68.6 

準優勝足立潤三郎 G79 N70.6 

31立 松戸勇 G92 N71.6 

機機鯵懇務綴綴綴緩綴機絡機機
優勝 足立 巻子 G83 N74.6 

準優勝佐々木訓江 G106 N78.4 

3位 大内 涼枝 G115 N82.6 

機機綴織鱗機綴後綴緩緩級機援護
渡辺吉五郎 OUT41 IN34 Total75 

受賞者に会長から賞品が手渡されました。
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社
協
主
催
の

福
祉
バ
ザ
i
に
共
催

今
年
の
福
祉
パ
ザ

l
(
主

催

町

田

市

社
会
福
祉
協
議
会
)
は
、

9
月

6
日
残
暑

き
び
し
い
中
、
ぽ
っ
ぽ
町
田
に
て
実
施
さ

れ
大
盛
況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
6
月
の
始
め
よ
り

品
物
の
提
供
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
会
長
を
は
じ
め
青
年
部
会

・

女
性
部
会
の
担
当
役
員
の
方
々
に
は
、
提

供
品
の
収
集
、
値
付
け
、
販
売
と
大
変
ご

支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

9
月
ロ
日
、
八
木
会
長
と
町
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
伺
い
、

町
田
法
人
会
会
員

会員さん、役員さんの善意で212，738円の浄財が集まりました。

の
善
意
の
売
上

2
1
2
，7
3

8
円
を
お

渡
し
し
て
来
ま
し
た
。
法
人
会
の
寄
付
金

は
、
毎
年
ロ
月
に
実
施
さ
れ
る
同
会
の
〈
ひ

と
り
親
世
帯
の
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
〉
の

費
用
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

(
村
松

調
敏
)

真
夏
の
清
揖

(鶴
間
地
区
会
)

町田市社会福祉協議会にバザーの売上をお届けしました。

平
成
日
年

2
月
比
日
に
原
町
田
第

一

地
区
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
都
道
町
田

3
・

4・

日
号
線
の
清
掃
活
動
も
半
年
を
過
ぎ
、

8
月

紅
白
に
鶴
間
地
区
会
の
順
番
と
な

り
ま
し
た
。

8
名
の
参
加
で
真
夏
の
空
の
下
、

日
時

か
ら
約

1
時
間
、
全
員
汗
を
拭
い
な
が
ら

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
正
午
よ
り
地
区
役
員

会
も
行
わ
れ
、
事
業
予
定
の
確
認
、
会
員

増
強
活
動
の
準
備
等
の
打
合
せ
を
行
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
昼
食
会
で
の

一
杯
に

は
言
葉
に
出
来
な
い
満
足
感
で
満
た
さ
れ

ま
し
た
。

(
豊
田

純

二

.30 N 0 . 8 1 報.A. 
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の
住

jわ(
株
)
ア
ロ
l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

天着
城郡ぷ
路く
やれ
て

;'i 

ス壬I

官三
間z
ぐ ゴ也
、 円

鹿tを

威f窪i努
め一
る

(株
)
堤
ビ
ル

堤

。と
の
柿
が

余
後
の
杖

風
の
音

暮
の
秋

木
守
り
と
な
る
や

今
は
む
な
し
く

赤陽
白を
の浴ぁ

宅産
日
経
コ
ン
サ
jレ
タ
ン

丸
111 

風
に
-
つ
つ
ろ
う

玉
入
れ
競
技

秋
ざ
く
ら

天
高
し

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

主
方

い
よ
子

雑極
踏月
へや

あ
や
ま
っ
て
い
る

一
フ
・
フ
ラ
ン
ス

独
り
に
な
り
に

ゆ
く
冬
帽

大
山
の

銀
座
裏

ポ刈
l田
ズ道裏
と 常11.本

る 節
子

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

蔦z自
主E:霊
馨じ容
とぬ

武
敏
栄

藤
夫

西tt七
の五
空 三

と
う
ろ
う

丁
J

』
患
っ

4
1v主立
同
庁
U
-

山

ε静
三ヨ

と稲は
き架ざ
め組
さむ
りや

残
菊
の

落
ち
て
な
ほ

麗
月
や

風
立
ち
ぬ

、
、ぜ茜2主

ι役
梁が
ま眠
りる

(
有
)
高
梨
肉
庖

ナ
ヲ

音紅:
無葉E
き踏有fl
作み j商
業わ 霊
け Z

~'1; 、~

移庭

動会
玉
江

村
蔵

(
有
)
シ
マ
ノ

自
比d

里子

好
子

吾土 1 ・

両寸レ 日t
JL、の
クミ活字

ゆが
るる

一枚
田

文
化
の
日

(株
)
千
石
屋

初
枝

高
精

あ
と
一日
を

刈
り
取
れ
ず

か
り
ん
の
実

艶
と
香
り
の

(
有
)
理
容
ひ
か
る

|比

ハ
ツ
エ

社:
喧高
l' こ
ノ¥

3神
く無
月
夜
寒
か
な

(
株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

村

ト
セ
子

白
菊
に
間
ふ

人
無
き
海
に
遠
華-2き
残人

(
株
)
す
ず
か
け
商
事

友
井

夕
暮
や
山
茶
花
の
白
ほ
ん
の
り
と

そ
mu
実

を

薬

昧

に
一人
そ
ば
す
す
る

せ
せ
ら
ぎ
の

か
け
声
や

富
士
交
通
(有)

注道
むゆ
立す
朱り
、、 メ与、
ロ

農ふ 士
三手王 1コ

豪勢 JiI

風草

白
井
産
業
(株
)

白
井

花
梨
落
ち
径
行
く
人
の
背
を
た
た
く

秋
の
旅
土
地
の
名
物
い
た
だ
き
ぬ

丸
昭
シ
ル
ク
(
株
)

繍
内

只
今
と

「
ポ
ッ
ケ
」
の
ど
ん
ぐ
り

ひ
と
り
居
の
病
む
身
忘
れ
し

春
を
待
つ

長官
の国

枯
木
星

残
菊
や

白
山
の

は
ら
は
ら
と

ひ
と
つ
落
ち

モ
リ
マ
チ
ス
ポ
ー
ツ
(
株
)

森
11可

喜
代
子

か
す
か
な
香
り

冬 串
庁、 不日

雨省

無
言
の
列
や

(
有
)
協
同
電
気

初11

富
美
子

乱主し
れま
しひ
中忘
のれ
し
白
が猫
透すの
く 皿

白

踊22
る、入
木 Z
C し
某

の紅?刺11

舞需:野
踏山
L:、
;z:;; 

(
有
)
細
野
興
産

佐
知
子 好

短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は3月の予定です。 I

31・町

刀
回
、、
ァ
ド
l

nnNれ
一一

令

判
子
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断銀行「東京」の基本スキームについて
都税事務所かも的お知らせ

平
成
市
年

5
月
、
東
京
都
は
新
し
い

銀
行
を
創
設
す
る
構
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

什
月
発
表
の
「
新
銀
行
の
ス
キ

l
ム
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

弘
行
の
経
営
理
念

「
東
京
」
の
経
済
再
生
、
都
民
生
活
向
上
、

|
T
社
会
整
備
に
貢
献
す
る
新
た
な

「地

域
型
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ン
ク
」
を

設
立
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京

発
金
融
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。

※
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン

・
バ
ン
ク
リ
主
と
し
て
顧

客
の
財
務
諸
表
か
ら
客
観
的
に
算
出
さ
れ
る
信

用
評
点
を
も
と
に
、
個
別
取
引
ご
と
に
、
採
算
性

を
判
断
す
る
経
営
手
法
を
採
る
銀
行

第一段階

平成17年度""'18年度

図1

業務領域の選択と集中

顧客基盤の確立

収益基盤の確立

第二段階

平成19年度"'20年

向段
?階 2
的
tt 宅莱

4ト墾
L露
ス
拡
充
を
図
っ
て

く

3
、
業
務
概
要

①
中
小
企
業
融
資
へ
の
取
組
み

②
ー

cカ
ー
ド
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

③
安
全
・
有
利
な
金
融
商
品
の
提
供

④
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

(提
携
)
戦
略

提
携
企
業
、
金
融
機
関
、
及
び
行
政
機

関
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
機
能
を
連
携
さ

せ
、
効
率
性
・

機
能
性
に
優
れ
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
銀
行
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
。

4
、
事
業
・
収
益
計
画

提供する機能を充実しながら

顧客基盤の拡大

サービスの拡充

異業種連携による新金融の創造

金融と行政サービスの融合

帆恥

第三段階

平成21年度~

開
業

3
年
目
↓
資
金
規
模
で
は
他
行
に

比
べ
て
劣
る
も
の
の
相
対
的
に
高
い
健
全

性
、
収
益
性
、
効
率
性
を
誇
る
。

総
資
産

1
兆

9
，0
0
0
億
円

預
金
口
座
数
切
万
口
座

融
資
残
高

9
，3
0
0
億
円

A
T
M
台
数
加
台

(自
行
)

経
常
利
益
河
億
円
業
務
純
益
市
億
円

経

費

率

引

%

自

己

資

本

比

率

引

%

4

1

 

5
、
執
行
体
制

①
名
称

H
(仮
称
)
新
銀
行
東
京

②
代
表
執
行
役
H

仁
司
泰
正
氏

(
位
歳
)

豊
田
通
商
株
式
会
社
常
勤
監
査
役

前
株
式
会
社
ト
ー
メ
ン
取
締
役
副
社
長

③
庖
舗

1
本
百
/
千
代
田
区
大
手
町

(本

支
庖
叩
庖
舗
体
制
)

④
行
員
数
等
H

行
員
は
少
数
精
鋭
の

m

名
体
制

(外
部
委
託
等
を
活
用
し
、
総
勢

側
名
程
度
で
運
営
)

6
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

iM

①
設
立
準
備
H

既
存
銀
行
を
買
収

・
活
用

し
、
新
銀
行
の
準
備
会
社
を
発
足

.32 N 0 . 8 1 報
，6.. 
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②
開
業
時
期
H

平
成
行
年

4
月
開
業
目

、6
1亙③
出
資
H

都
は
、
来
年
度
予
算
に
お
い
て
、

ー

，

o
o
o億
円
の
出
資
を
予
定
。
民
間

の
出
資
に
つ
い
て
は
、
平
成
げ
年
度
開
業

ま
で
に
肌
億
円
を
目
標
に
準
備
。

祭器

初

一

ぷ

グ

接

続

犠

V
S

町
田
税
務
庁
舎
や
駐
車
場
州

確
定
申
告
に
お
い
で
に
な
る
納
税
者
の
皆

型

車

子

棋
ぽ
ば
、
本
変
ザ
」
迷
札
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
納
税
者
の
皆
様
の
利
便

性
が
考
え
本
機
υ
て
、

犠議川口

所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
書
の
作
成
・
提
出
会
場
を
、

『ぽ
っ
ぽ
町
田
」
に
設
置
し
ま
す
。

平
成
市
年
分
の
所
得
税
と
贈
与
税
の
申

*
 

告
官
提
出
納
税
の
期
限
は
、
平
成
市
年

問
納
骨
死
令
品
特
ム
マ
湖
愛
情
城

3
同
月
時
日
(
丹
)
で
す
。

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
提
出
は
お
早

め
勝。

設
置
期
間
H
平
成
均
年

1
月
刊
れ日
(
月
)

か
ら
平
成
均
年

3
丹
市
日
(
月
)
ま
で
の

平
閏

(月

L
金
)、

2
周
辺
日
及
び
羽
田

山
脚
宗
綴
伊
燃J
〈
1:;、〉〉
描
ふ
品
A議瓜議執喝努W誠露岬殺該霧誌議緑幾搬特繋毅吋殺絞説綬努駒でで九九4
札泰札乱為漆…耐婿耐婿卿議樹滋胤繍綴綴撚燃
…
 

臼
.

外
の
呂
曜
臼
を
除
く
)

受
性
時
間
十
午
前

9
時
か
ら
同
時
め
分
、

午
後

1
時
か
ら

4
時

純

情

説

※
混
雑
時
に
除
早
め
に
締
切
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

所電
1
町
田
市
原
町
包

4
1
伊
丹却
す
R

町
田
駅
北
口
・
小
田
急
町
田
駅
東
口
か
ら

徒
歩
約

5
分
)

※
駐
車
場
は
有
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す

、
ご
了
減
下
さ
い
0

3

日

の
一上
記
の
期
間
中
、
町
田
税
務
署
の
庁
舎

内
同
は
、
申
告
書
の
作
成
会
場
は
設
置
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

納
税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
町
田
税

務
署
で
手
続
き
を
し
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
前
に

《
問
合
せ
先
》

出
納
長
室
銀
行
設
立
準
備
担
当

電
話

0
3
1
5
3
2
0
1
5
7
9
7

歪片瀬江ノ島

*個人事業者の消費税の申告期限は3月31日です。
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税務署3勝争のお知らせ

税務職員を装った不審な文書にご注意ください

n 3 d r 

町田街道

草川

小田急線町田駅北口

最近、納税者の皆様に税務職員を装った不審

な文書が送付される事例が、発生しています。

文書は以下の様な内容で、 Eメ ルによる連

絡を求めているものです。

(1)税務調査を行って、仮装隠蔽を感知した。

(2)修正申告ともなれば¥信用問題に影響力、でる。

(3)些少の金額で「申告是認」とすることもできる。

このような文書は、税務署とは関係なく 、また、

税務署から送付することはありません。

不審な文書が送付された場合には、最寄りの

税務署 (総務課)までお問い合わせ ください。
至八王子

-町田税務署

〔所在地〕干194-8567東京都町田市中町3丁目3番6号 (TEL) 042 -728 -7211 

〔最寄り駅)JR横浜線町田駅 (徒歩15分)小田急線町田駅 (徒歩10分)

税
を
知
る
週
間
の
行
事
も
ほ
ぼ
終
わ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
の
方
々
を
は
じ

め
会
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
ホ
ッ
と
さ

れ
て
い
る
頃
か
と
思
い
ま
す
。

編
集
会
議
で
は
委
員
、
事
務
局
そ
れ

ぞ
れ
が
少
し
で
も
内
容
を
充
実
さ
せ
よ

う
と
締
め
切
り
日
を
腕
み
な
が
ら
も
が

い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
お
届
け
し
た
今
回

の
会
報
は
い
か
が
で
し
た
か
?
是
非
、

ご
意
見
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
情
報
、
話
題
が
あ

り
ま
し
た
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
た
つ

い
で
に
、

町
田
法
人
会
の
ホ
!
ム
ペ

ー

ジ
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
行
事
予

定
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
ス

ナ

ッ
プ

写
真
も
載
っ
て
い
ま
す
。
会
報
と
は
違

っ
た
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

(
豊
田
)

発行人・(社)町田法人会会長八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町田法人会ホムペジ htlp://www.hojinkai-machida.or.jp

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法違・都内法人会の会員専用ベージ ユーザー名;tohoren Hスワード;0771 

本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。
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法人会会員企業の役員・従業員のみなさまに

新ひとつ先の未来ヘ

!日の制度です。
※金n企震を温騰された場合
など加入百絡を費呈された
場合には保険料率が藍
直されます。

大同生命の定期保険(告知扱型)

期間の経過に応じた解約払戻金があり、 ¥月額保険料rlO，OOO円」、

みなさまのニーズにあわせてこ'活朋いただ I ¥ r15，OOO円jの2つの
けます。ただし、解約した場合、以後の/ ¥:コースから選択いただ

100歳まで死亡高Iit ¥ 保障はなくなります。 / ¥lけます。保険料のお払
障害保険金額を保障します。¥棚払馳l印刷お岬酬川 / 医師の純は不要で簡単¥ 込JUJIIUは10年間です。
(ただし、ご契約から2年以内に掛気で¥ 満了時にはOとなります。また払込韓 /な 告知のみでご加入できます。

保険科を下回る場合があります。

¥，'--
〈制度取扱会社) D，-1IDO大同生命 多摩剖町田営業所/町田市中町1-1-16(鯨建棚田ピル8F)TEL042-722-5756 
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